
13：00 開催挨拶

13：05 講演
岸良裕司氏
ゴールドラット・ジャパン
CEO

１５：００～ 質疑応答

２０20．７．１０（金）

12：４５ オンライン開場

岸良氏の講演内容

主催：一般社団法人中部品質管理協会

13:00～1５:００ 講演会

１５；００～１５：３０ 質疑

オンライン無料講演会開催主旨

ソフトウェア品質崩壊はどこから来るのか？

（一社）中部品質管理協会主催
オンライン無料講演会 ①
「月曜日が楽しみな会社にしよう！」

ゴールドラット・ジャパン特別セミナーとのタイアップ

・・3割が計画の品質を達成できていない
・4分の一が開発途中で機能を削減・半分以上が納期遅れ
・半分以上が予算オーバー
・品質問題の３分の一がソフトウェア起因

（経済産業省がまとめた「2005年版組み込みソフトウェア産業実態調査」より
それからすでに15年以上経った現在、状況は良くなっているのでしょうか？

この課題に対して様々な試みが行われていますが、問題は解決するどころか、ますます深刻になり、
ソフトウェアは産業界のボトルネックになりつつある。開発するソフトウェアがますます複雑になり、開
発規模が大きくなり、関係するステークホルダーの数も増え、競争がますます激しくなっているからで
ある。

今回のセミナーでは、ソフトウェア開発の真の制約とは何かを明らかにし、そこに取り組むこ
とで、目覚ましい成果を出すロジックと事例をご紹介します。内容は以下の通りです。
・的外れなカイゼンが組織にもたらす深刻なダメージ
・ソフトウェア開発の真のボトルネックとは？
・生産性を10倍に上げ、品質を向上できる理由とロジック
・数万人が関わり、数十か国をまたがる先端技術開発における目覚しい事例（ボーイング）
組織を良くしたい、プロジェクトを良くしたいという思いだけ持って聴講ください。

3月からコロナ感染拡大で、当協会も皆様の安全上から、主催の集合研修
を中止・延期させていただきましたが、皆様にはご不自由おかけしました。

この３月から５月末の緊急自粛宣言解除までに体験した在宅勤務、オンラ
イン報告会や会議等々では、しかしながら、コロナ禍、そしてその先のデジ
タル化での情報共有や関係性の発展を考え、進める好機でもありました。

まだコロナリスクが続く今年、集合研修や大会開催でも収容人数制限等、
様々な制約が付きながらの開催がしばらく続きます。

この状況下、少しでも皆様のお役にたてればと、様々なゲストをお呼びし
ながら「オンライン」での無料講演会をいくつか開催してゆこうと思います。
今回はその第１弾。旧知のTOC(制約性理論）の継承者、ゴールドラット・ジ
ャパンの岸良氏を招聘し、このテーマで開催します。お好きな場所からオン
ラインで聴講ください。



オンライン無料講演会①
「ソフトウェア品質崩壊はどこから来るのか？」
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（注）1. お申込みいただいた方に、開催前にアクセス先情報をメールでお送りします

開催前日が締め切りです（７月９日）

＜企画・問合せ＞ 一般社団法人中部品質管理協会 企画部主査 細見 E-mail:jun.hosomi@cjqca.com

＜申し込み先＞ 研修総務部 神谷

ＴＥＬ：052-581-9841 ＦＡＸ：052-565-1205 E‐mail：kamiya@cjqca.com

＊

＜講師紹介＞ 岸良裕司（きしらゆうじ）
1959年生まれ。ゴールドラット・ジャパンCEO。
全体最適のマネジメント理論TOC（Theory Of Constraint:制約理論）をあらゆる産業界、行政改革で実
践し、活動成果の１つとして発表された「三方良しの公共事業」はゴールドラット博士の絶賛を浴び、07
年4月に国策として正式に採用される。幅広い成果の数々は、国際的に高い評価を得て、08年4月、ゴ
ールドラット博士に請われて、イスラエル本国のゴールドラット・コンサルティング・ディレクターに就任。
博士の側近中の側近として、世界各国のゴールドラット博士のインプレメンテーションを、トップエキスパ
ートとして、知識体系を進化させ、また、ゴールドラット博士の思索にもっとも影響を与えた一人と言わ
れている。そのセミナーは、楽しく、わかりやすく、実践的との定評がある。著作活動も活発で、笑いな
がら学べ、しかも、ものごとの本質を深く見つめるユニークなスタイルで読者の共感をよび、ベストセラ
ーを多数出版している。海外の評価も高く、様々な言語で、本が次々と出版されている。
東京大学ＭＭＲＣ 非常勤講師、国土交通大学非常勤講師
著書・監修書
『ザ・ゴール コミック版』（ダイヤモンド社）
『優れた発想はなぜゴミ箱に捨てられるのか』（ダイヤモンド社）他、多数


